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「セゼル大統領と連立内閣」連載1９回

新任した第1 0代共和国大統領アフメット・ネジデット・セゼルと第5 7代内閣の間に緊迫した空気が流れ始めた。

インフレ率も予想を上回る状況で、数々の難題を抱えたエジェヴィット首相と連立内閣。

今年あと３ヵ月を何とか乗り越えて欲しいもの！周囲の期待は高い。
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DSP+MHP+ANAP 連立内閣

セ　
ゼ　
ル　
大　
統　
領　
の　

法　
律　
講　
義　

二　
○　
○　
○　
年　
五　
月　
に　
着　
任　
後　
、　
数　
々　
の　
新　

風　
を　
政　
界　
に　
吹　
き　
込　
ん　
だ　
セ　
ゼ　
ル　
大　
統　
領　
は　
、　

憲　
法　
裁　
判　
長　
官　
出　
身　
。　
連　
立　
内　
閣　
総　
立　
っ　
て　

の　
推　
薦　
に　
よ　
り　
就　
任　
し　
た　
大　
統　
領　
で　
あ　
っ　
た　

が　
、　
か　
ね　
て　
よ　
り　
危　
惧　
さ　
れ　
て　
い　
た　
「　
政　
治　

家　
出　
身　
で　
な　
い　
大　
統　
領　
」　
と　
内　
閣　
と　
の　
意　
見　

の　
相　
違　
が　
少　
し　
ず　
つ　
表　
面　
化　
し　
始　
め　
た　
。　

連　
立　
内　
閣　
が　
大　
統　
領　
に　
提　
出　
し　
た　
法　
案　
に　

大　
統　
領　
が　
同　
意　
し　
な　
か　
っ　
た　
こ　
と　
に　
始　
ま　
っ　

て　
、　
次　
第　
に　
与　
党　
内　
部　
か　
ら　
大　
統　
領　
へ　
の　
非　

難　
の　
声　
が　
あ　
が　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
の　
だ　
。　

そ　
ん　
な　
中　
、　
一　
○　
月　
一　
日　
大　
統　
領　
セ　
ゼ　
ル　

は　
、　
国　
会　
に　
於　
い　
て　
強　
い　
口　
調　
で　
演　
説　
を　
行　

っ　
た　
。　
こ　
れ　
は　
前　
大　
統　
領　
デ　
ミ　
レ　
ル　
の　
一　
時　

間　
四　
五　
分　
の　
記　
録　
を　
四　
○　
分　
破　
る　
長　
演　
説　
と　

な　
っ　
た　
。　（　
以　
下　
演　
説　
一　
部　
略　
）　

・　
数　
々　
の　
問　
題　
は　
、　
法　
に　
従　
わ　
な　
い　
為　
に　
起　

る　
。　
法　
は　
国　
民　
の　
為　
に　
あ　
る　
と　
同　
時　
に　
、　
行　

政　
を　
行　
う　
者　
の　
為　
に　
も　
あ　
る　
。　

・　
現　
状　
は　
、　
行　
政　
と　
法　
政　
の　
バ　
ラ　
ン　
ス　
が　
失　

わ　
れ　
た　
こ　
と　
に　
よ　
る　
。　
大　
統　
領　
の　
役　
割　
は　
内　

閣　
の　
行　
政　
を　
防　
止　
す　
る　
こ　
と　
で　
は　
な　
い　
。　
法　

律　
に　
反　
し　
な　
い　
よ　
う　
に　
さ　
せ　
る　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　

・　
党　
内　
で　
民　
主　
主　
義　
を　
徹　
底　
す　
べ　
き　
で　
あ　
る　
。　

・　
死　
刑　
制　
度　
は　
廃　
止　
さ　
れ　
る　
べ　
き　
で　
あ　
る　
。　

・　
宗　
教　
を　
政　
治　
に　
利　
用　
し　
、　
市　
民　
に　
不　
安　
を　

与　
え　
て　
は　
な　
ら　
な　
い　
。　
政　
教　
分　
離　
の　
道　
を　
踏　

み　
外　
し　
て　
は　
な　
ら　
な　
い　
。　

・　
ト　
ル　
コ　
は　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
で　
あ　
る　
。　
ヨ　
ー　
ロ　

ッ　
パ　
共　
同　
体　
に　
正　
式　
加　
盟　
す　
る　
為　
に　
必　
要　
な　

こ　
と　
は　
す　
べ　
て　
行　
わ　
れ　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
。　

野　
党　
は　
こ　
ぞ　
っ　
て　
拍　
手　
を　
お　
く　
っ　
た　
が　
、　

与　
党　
か　
ら　
の　
反　
応　
は　
い　
ま　
一　
つ　
で　
あ　
っ　
た　
。　

ア　
ル　
メ　
ニ　
ア　
法　
案　

一　
○　
月　
二　
○　
日　
、　
ア　
メ　
リ　
カ　
の　
合　
衆　
国　
連　

邦　
議　
会　
に　
お　
い　
て　
、　「　
一　
九　
一　
五　
年　
か　
ら　
一　
九　

二　
三　
年　
に　
か　
け　
て　
ト　
ル　
コ　
東　
部　
ア　
ナ　
ト　
リ　
ア　

地　
方　
の　
ア　
ル　
メ　
ニ　
ア　
民　
族　
が　
多　
く　
殺　
さ　
れ　
た　

事　
件　
の　
責　
任　
が　
オ　
ス　
マ　
ン　
ト　
ル　
コ　
政　
府　
に　
あ　

る　
と　
さ　
れ　
る　
法　
案　
」　
が　
、　
ア　
メ　
リ　
カ　
合　
衆　
国　

連　
邦　
議　
会　
か　
ら　
降　
案　
さ　
れ　
た　
。　

議　
会　
の　
二　
つ　
の　
下　
院　
で　
可　
決　
さ　
れ　
、　
代　
表　

委　
員　
会　
に　
持　
ち　
込　
ま　
れ　
た　
こ　
の　
法　
案　
の　
降　
案　

の　
背　
景　
に　
は　
、　
ク　
リ　
ン　
ト　
ン　
大　
統　
領　
が　
議　
長　

に　
差　
し　
出　
し　
た　
と　
さ　
れ　
る　
書　
状　
を　
は　
じ　
め　
と　

し　
て　
、　
こ　
の　
法　
案　
が　
議　
会　
民　
主　
主　
義　
に　
反　
す　

る　
も　
の　
と　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
が　
大　
き　
く　
影　
響　
し　
て　

い　
る　
。　
そ　
の　
他　
、　
ワ　
シ　
ン　
ト　
ン　
の　
ト　
ル　
コ　
大　

使　
館　
や　
他　
の　
ト　
ル　
コ　
外　
交　
機　
関　
も　
、　
こ　
の　
法　

案　
通　
過　
を　
阻　
止　
す　
る　
為　
に　
、　
あ　
ら　
ゆ　
る　
限　
り　

の　
努　
力　
を　
尽　
く　
し　
た　
。　

法　
案　
が　
降　
案　
さ　
れ　
た　
こ　
と　
は　
、　
ト　
ル　
コ　
に　

と　
っ　
て　
は　
喜　
ば　
し　
い　
こ　
と　
で　
あ　
り　
、　
エ　
ジ　
ェ　

ヴ　
ィ　
ッ　
ト　
首　
相　
は　
、　「　
こ　
れ　
は　
ト　
ル　
コ　
の　
力　
の　

大　
き　
さ　
と　
、　
ア　
メ　
リ　
カ　
合　
衆　
国　
が　
ト　
ル　
コ　
を　



評　
価　
し　
て　
い　
る　
こ　
と　
の　
あ　
ら　
わ　
れ　
で　
あ　
る　
」　

と　
コ　
メ　
ン　
ト　
し　
た　
。　
ま　
た　
エ　
ジ　
ェ　
ヴ　
ィ　
ッ　
ト　

は　
、　
法　
案　
を　
阻　
止　
す　
る　
為　
に　
書　
状　
を　
書　
い　
た　

ク　
リ　
ン　
ト　
ン　
に　
対　
し　
て　
も　
感　
謝　
状　
を　
送　
っ　

た　
。　さ　

て　
、　
こ　
の　
法　
案　
と　
は　
、　
こ　
の　
時　
の　
事　
件　

で　
一　
五　
○　
○　
万　
人　
の　
ア　
ル　
メ　
ニ　
ア　
人　
が　
オ　
ス　

マ　
ン　
ト　
ル　
コ　
政　
府　
に　
よ　
っ　
て　
殺　
さ　
れ　
た　
こ　
と　

を　
主　
張　
し　
、　
毎　
年　
四　
月　
二　
四　
日　
の　
「　
民　
族　
虐　

殺　
を　
偲　
ぶ　
日　
」　
に　
こ　
れ　
を　
提　
示　
し　
よ　
う　
と　
い　

う　
も　
の　
で　
あ　
っ　
た　
。　

し　
か　
し　
ト　
ル　
コ　
側　
は　
、　
こ　
の　
ア　
ル　
メ　
ニ　
ア　

人　
達　
の　
主　
張　
を　
強　
く　
否　
定　
し　
て　
い　
る　
。　
ト　
ル　

コ　
の　
主　
張　
に　
よ　
る　
と　
、　
第　
一　
次　
大　
戦　
と　
国　
内　

の　
内　
戦　
が　
同　
時　
に　
起　
こ　
っ　
て　
い　
た　
こ　
の　
時　

期　
、　
敵　
国　
と　
手　
を　
組　
ん　
で　
い　
た　
ア　
ル　
メ　
ニ　
ア　

民　
族　
を　
、　
軍　
事　
上　
安　
全　
な　
地　
域　
に　
移　
住　
さ　
せ　

た　
の　
だ　
と　
し　
て　
い　
る　
。　
ま　
た　
、　
命　
を　
落　
と　
し　

た　
ア　
ル　
メ　
ニ　
ア　
人　
の　
数　
も　
、　
決　
し　
て　
一　
五　
○　

○　
万　
で　
は　
な　
く　
、　
実　
際　
は　
三　
○　
万　
人　
近　
く　
で　

あ　
り　
、　
同　
様　
に　
同　
じ　
だ　
け　
の　
ト　
ル　
コ　
人　
も　
ま　

た　
命　
を　
落　
と　
し　
て　
い　
る　
と　
表　
明　
し　
て　
い　
る　
。　

ア　
ン　
カ　
ラ　
政　
府　
は　
、　
こ　
の　
議　
題　
を　
歴　
史　
家　

の　
調　
査　
に　
任　
せ　
る　
こ　
と　
を　
希　
望　
し　
て　
お　
り　
、　

こ　
の　
事　
件　
は　
、　
オ　
ス　
マ　
ン　
時　
代　
の　
古　
代　
文　
書　

館　
で　
、　
誰　
に　
で　
も　
公　
開　
さ　
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　
を　

付　
け　
加　
え　
て　
い　
る　
。　

ア　
メ　
リ　
カ　
で　
強　
大　
な　
力　
を　
持　
ち　
、　
こ　
の　
法　

案　
を　
受　
け　
入　
れ　
さ　
せ　
る　
た　
め　
に　
金　
銭　
的　
に　
も　

精　
神　
的　
に　
も　
莫　
大　
な　
努　
力　
を　
は　
ら　
っ　
た　
ア　
ル　

メ　
ニ　
ア　
勢　
力　
に　
と　
っ　
て　
は　
、　
今　
回　
の　
降　
案　
は　
、　

大　
き　
な　
夢　
を　
打　
ち　
壊　
さ　
れ　
る　
結　
果　
と　
な　
っ　

た　
。　一　

方　
、　
今　
日　
ト　
ル　
コ　
国　
内　
に　
在　
住　
す　
る　
六　

万　
人　
ほ　
ど　
の　
ア　
ル　
メ　
ニ　
ア　
人　
た　
ち　
の　
社　
会　

も　
、　
こ　
の　
問　
題　
が　
ト　
ル　
コ　
と　
ア　
ル　
メ　
ニ　
ア　
の　

間　
で　
論　
議　
さ　
れ　
る　
べ　
き　
で　
あ　
る　
と　
し　
、　
他　
国　

の　
議　
会　
で　
持　
ち　
上　
げ　
ら　
れ　
る　
こ　
と　
に　
つ　
い　
て　

は　
否　
定　
的　
な　
見　
解　
を　
示　
し　
て　
い　
る　
。　
実　
際　
、　

現　
在　
ト　
ル　
コ　
に　
は　
、　
一　
○　
七　
一　
年　
に　
ト　
ル　
コ　

の　
支　
配　
下　
に　
入　
っ　
た　
ア　
ル　
メ　
ニ　
ア　
民　
族　
の　
信　

仰　
宗　
教　
と　
社　
会　
活　
動　
を　
推　
進　
す　
る　
総　
主　
教　
教　

会　
や　
、　
数　
々　
の　
ア　
ル　
メ　
ニ　
ア　
人　
学　
校　
、　
ア　
ル　

メ　
ニ　
ア　
正　
教　
会　
等　
が　
存　
在　
し　
て　
い　
る　
。　

そ　
れ　
で　
は　
、　
な　
ぜ　
こ　
の　
議　
題　
が　
今　
回　
こ　
の　

時　
期　
に　
、　
ア　
メ　
リ　
カ　
の　
連　
邦　
国　
政　
府　
議　
会　
に　

持　
ち　
上　
が　
っ　
た　
の　
だ　
ろ　
う　
か　
？　

こ　
れ　
は　
、　
ア　
メ　
リ　
カ　
で　
新　
大　
統　
領　
選　
挙　
、　

上　
院　
議　
員　
選　
挙　
の　
日　
が　
近　
づ　
い　
て　
い　
た　
こ　
と　

が　
大　
き　
な　
原　
因　
で　
あ　
り　
、　
国　
内　
で　
か　
な　
り　
の　

数　
を　
占　
め　
る　
ア　
ル　
メ　
ニ　
ア　
人　
か　
ら　
の　
票　
を　
収　

集　
す　
る　
こ　
と　
が　
目　
的　
で　
あ　
っ　
た　
可　
能　
性　
が　
強　

い　
と　
見　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　

Ｅ　
Ｕ　
正　
式　
加　
盟　
へ　
の　
道　

ト　
ル　
コ　
は　
一　
九　
九　
九　
年　
一　
二　
月　
、　
ヘ　
ル　
シ　

ン　
キ　
で　
行　
わ　
れ　
た　
Ｅ　
Ｕ　
首　
脳　
会　
議　
で　
、　
加　
盟　

候　
補　
国　
と　
し　
て　
選　
出　
さ　
れ　
た　
ば　
か　
り　
。　

そ　
の　
後　
、　
ト　
ル　
コ　
の　
Ｅ　
Ｕ　
正　
式　
加　
盟　
実　
現　

に　
向　
け　
て　
要　
求　
さ　
れ　
て　
い　
る　
事　
項　
と　
、　
実　
行　

し　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
課　
題　
に　
つ　
い　
て　
、　
記　

さ　
れ　
た　
Ｅ　
Ｕ　
加　
盟　
共　
同　
証　
書　
が　
一　
一　
月　
八　
日　

発　
表　
さ　
れ　
た　
。　
合　
計　
一　
六　
ペ　
ー　
ジ　
か　
ら　
成　
る　

こ　
の　
書　
状　
に　
お　
い　
て　
、　
Ｅ　
Ｕ　
側　
の　
要　
求　
す　
る　

課　
題　
は　
、　「　
短　
期　
間　
」　「　
中　
期　
間　
」　
と　
す　
る　
二　

つ　
の　
部　
門　
に　
分　
か　
れ　
て　
い　
る　
。　

中　
で　
も　
ト　
ル　
コ　
政　
府　
側　
の　
注　
意　
を　
引　
く　
、　

二　
○　
○　
一　
年　
末　
ま　
で　
に　
解　
決　
さ　
れ　
な　
け　
れ　
ば　

な　
ら　
な　
い　
と　
さ　
れ　
る　
「　
短　
期　
間　
」　
の　
課　
題　
の　

中　
で　
の　
い　
く　
つ　
か　
を　
例　
に　
挙　
げ　
る　
と　
、　「　
表　

現　
の　
自　
由　
に　
つ　
い　
て　
、　
憲　
法　
と　
法　
律　
の　
中　
で　

の　
保　
障　
を　
強　
化　
す　
る　
こ　
と　
」　
「　
死　
刑　
に　
関　
わ　

る　
執　
行　
猶　
予　
期　
間　
を　
引　
き　
延　
ば　
す　
こ　
と　
」　

「　
ク　
ル　
ド　
語　
で　
の　
ラ　
ジ　
オ　
・　
テ　
レ　
ビ　
放　
送　
の　

自　
由　
を　
妨　
害　
す　
る　
よ　
う　
な　
条　
件　
を　
廃　
止　
す　
る　

こ　
と　
」　
等　
で　
あ　
る　
。　
こ　
の　
書　
状　
に　
は　
、　
証　
書　

発　
表　
の　
直　
前　
に　
「　
キ　
プ　
ロ　
ス　
問　
題　
の　
解　
決　
に　

向　
け　
て　
大　
き　
な　
貢　
献　
を　
す　
る　
こ　
と　
」　
と　
い　
う　

項　
目　
も　
付　
け　
加　
え　
ら　
れ　
た　
。　

「　
中　
期　
間　
」　
と　
し　
て　
の　
要　
求　
事　
項　
に　
は　

「　
死　
刑　
の　
廃　
止　
」　「　
軍　
の　
政　
治　
に　
お　
け　
る　
役　
割　

を　
改　
め　
て　
位　
置　
づ　
け　
る　
こ　
と　
」　
等　
ト　
ル　
コ　
に　

と　
っ　
て　
、　
よ　
り　
実　
行　
困　
難　
な　
課　
題　
が　
含　
ま　
れ　

て　
い　
る　
。　

Ｃ　
Ｈ　
Ｐ　
党　
大　
会　

二　
○　
○　
○　
年　
十　
月　
一　
日　
か　
ら　
約　
一　
六　
ヶ　
月　

前　
の　
一　
九　
九　
九　
年　
四　
月　
一　
八　
日　
に　
行　
わ　
れ　
た　

総　
選　
挙　
で　
、　
大　
敗　
退　
し　
た　
Ｃ　
Ｈ　
Ｐ　
の　
当　
時　
の　

党　
首　
デ　
ニ　
ズ　
・　
バ　
イ　
カ　
ル　
は　
、　
辞　
職　
に　
追　
い　

込　
ま　
れ　
て　
、　
党　
首　
の　
座　
を　
降　
り　
た　
。　
も　
と　
も　

と　
Ｃ　
Ｈ　
Ｐ　
は　
、　
ト　
ル　
コ　
建　
国　
の　
父　
ア　
タ　
ト　
ゥ　

ル　
ク　
が　
つ　
く　
っ　
た　
政　
党　
の　
流　
れ　
を　
組　
む　
由　
緒　

正　
し　
い　
党　
で　
あ　
る　
に　
も　
関　
わ　
ら　
ず　
、　
近　
年　
、　

そ　
の　
勢　
い　
を　
な　
く　
し　
て　
い　
た　
。　

今　
回　
の　
党　
首　
選　
挙　
に　
は　
、　
デ　
ニ　
ズ　
・　
バ　
イ　

カ　
ル　
の　
他　
、　
バ　
イ　
カ　
ル　
の　
辞　
職　
後　
、　
Ｃ　
Ｈ　
Ｐ　

党　
首　
で　
あ　
っ　
た　
ア　
ル　
タ　
ン　
・　
オ　
イ　
メ　
ン　
、　
フ　

ェ　
フ　
ミ　
・　
ギ　
ュ　
ネ　
シ　
、　
セ　
フ　
ァ　
・　
ス　
ィ　
ル　
メ　

ン　
が　
出　
馬　
。　
結　
果　
、　
第　
三　
回　
目　
の　
投　
票　
に　
よ　

り　
、　
バ　
イ　
カ　
ル　
五　
四　
三　
票　
、　
オ　
イ　
メ　
ン　
三　
五　

五　
票　
で　
、　
バ　
イ　
カ　
ル　
が　
約　
一　
六　
ヶ　
月　
ぶ　
り　
に　

党　
首　
の　
座　
に　
帰　
り　
咲　
い　
た　
。　
党　
首　
着　
任　
の　
最　

初　
の　
演　
説　
で　
は　
バ　
イ　
カ　
ル　
は　
、　
「　
党　
の　
団　
結　

一　
致　
」　
を　
強　
調　
し　
、　「　
言　
い　
争　
い　
は　
終　
っ　
た　
、　

こ　
れ　
か　
ら　
は　
お　
互　
い　
が　
お　
互　
い　
を　
認　
め　
あ　
っ　

て　
行　
か　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
。　
党　
員　
み　
ん　
な　

が　
手　
を　
取　
り　
合　
お　
う　
！　
」　
と　
呼　
び　
か　
け　
た　
。　
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Nerede kalm›flt›k?
どこでやめたんだったかな？

C H P党首に返り咲いたデニズ・バイカル


